
11 広報やまもと2024.11月号 広報やまもと2024.11月号 10

Yamamoto Information Yamamoto Information

議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農林水産業費 商工費
議会活動のた
めに使うお金

行政運営や、庁
舎や財産の維
持管理に使う
お金

子どもや高齢
者、障害のある
方などの福祉の
ために使うお金

町民の健康増
進やごみ・し尿
処理などに使
うお金

雇用の促進や
労働者のため
の施設管理な
どに使うお金

農業や林業、水
産業の振興の
ために使うお
金

商工・観光業の
振興のために
使うお金

8,167円 127,964円 164,717円 49,791円 1,104円 41,812円 11,936円

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金
道路、公園、公
営住宅などの
整理・維持管理
にかかるお金

広域消防、消防
団、自主防災な
どに使うお金

小・中学校、幼稚
園、社会教育施
設の整備・内容
充実に使うお金

災害によって生
じた被害の復
旧に係るお金

借り入れた町
債の元利を返
済するためのお
金

どの科目にも目
的が該当しない
科目のお金（災害
援護資金貸付金）

138,414円 27,527円 85,021円 5,737円 52,088円 2,937円

用語の説明

■町税
皆さんが町に納めた税金

■地方交付税
全国一律の行政サービスが受
けられるように、国が一定基
準により町に交付するお金

■地方譲与税および交付金
国・県が徴収した税金の中か
ら、町に分配されたお金

■国庫（県）支出金
特定の目的のために、国（県）
から交付されたお金

■町債
国や金融機関から町が借り入
れたお金

■分担金および負担金
特定の利益を受けた方から負
担していただいたお金

■使用料および手数料
町の施設を使用したり、住民
票などの交付に対して支払っ
たりしたお金

■繰入金
各種基金の取り崩しによって
繰り入れたお金

■自主財源
町税、使用料など町が自主的
に得られる財源

■依存財源
地方交付税、国庫（県）支出金、
町債など国や県の基準によっ
て交付される財源

■目的別歳出
行政の目的に着目した歳出の
分類

■性質別歳出
経費の経済的性質に着目した
歳出の分類
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町税
13億3,462万円（15.0%）

繰入金
4億4,664万円（5.0%）

繰越金
3億7,174万円 

（4.2%）

その他（※）
5億7,059 万円
 （6.4%）

地方交付税
30億5,870万円 

（34.3%）

依存財源
61億9,791万円

（69.4%）

自主財源
27億2,359万円

（30.6%）

国庫支出金
13億2,271万円 

（14.8%）

県支出金
4億3,012万円 

（4.8%）

町債
9億3,984万円 

（10.5%）

地方譲与税および交付金
4億4,654万円 （5.0%）

歳 入 総額８９億２，１５０万円

※その他内訳
 分担金および負担金  ３，９８２万円（０．５％）
 使用料および手数料 １億３，７５８万円（１．５％）
 財産収入 １，４１６万円（０．２％）
 諸収入 ２億６，２１３万円（２．９％）
 寄付金 １億１，６９０万円（１．３％）

町民１人当たりでみた決算額　717,215円╱人 （人口はR6.3.31時点の11,516人で計算）

総務費
14億7,364万円 

（17.8%）

その他（※）
11億6,844万円 

（14.1%）公債費
5億9,984万円 

（7.3%）

民生費
18億9,689万円 

（23.0%）

農林水産業費
4億8,151万円 

（5.8%）

人件費
15億3,513万円 

（18.6%）

扶助費
7億9,466万円 

（9.6%）

公債費
6億3,298万円 

（7.7%）

普通建設事業費
12億6,269万円 

（15.3%）

災害復旧事業費
7,524万円 

（0.9%）

物件費
13億4,677万円 

（16.3%）

維持補修費
1億3,641万円

（1.7%）

補助費など
13億9,818万円

（16.9%）

積立金
4億1,084万円

（5.0%）

投資および
出資金・貸付金
3,500万円

（0.4%）

繰出金
6億2,630万円（7.6%）

土木費
15億9,397万円 

（19.3%）

教育費
9億7,910 万円 

（11.9%）

災害復旧費
6,606万円 

（0.8%）

目的別

歳 出 総額８２億５,９４５万円

※その他内訳
 議会費 ９，４０５万円（１．１％）
 衛生費 ５億７，３３９万円（６．９％）
 労働費 １，２７１万円（０．２％）
 商工費 １億３，７４６万円（１．７％）
 消防費 ３億１，７０１万円（３．８％）
 諸支出金 ３，３８２万円（０．４％）

性質別

その他
39億5,350万円

（47.9%）

義務的経費
29億6,277万円

（35.9%）

投資的経費
13億3,793万円

（16.2%）

※性質別の決算額は、地方財政状況調査により分析した数値を使用しているため、
　純決算額とは金額が異なります。
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町の貯金はどのくらいあるの？特別会計決算の状況

公営企業会計決算の状況

町の借金はどのくらいあるの？

町の財政は健全なの？

　財政調整基金については、令和5年度末で、
約49億円の残高になりますが、復興・創生事業
に関する補助金などが含まれており、今後精算
が行われる見込みのため、町の裁量で自由に使
える貯金額は、約35億円となります。
※�基金とは：町の貯金のことで、災害などの緊急時に備
える資金や複数年度にわたって行う事業の資金を一
旦貯めておくために設けられているものです。

　令和５年度末の町の借金は117億円でした。
一般会計では、令和４年度に続き、福島県沖地震
の災害復旧や排水対策に伴う町債や過疎債など
の国の財政支援を積極的に活用しているため、
残高は３億円増加しています。
　企業会計では、前年度に引き続き、残高が減少
しています。
※都道府県貸付金を含んでいます。

※「－」は赤字額などがないことを表す。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、令和５年度決算に基づく健全化判断比率と公
営企業の資金不足を算定しました。
　下表のとおり、本町は財政の健全化を示す５つの指標において、全ての基準を大きく下回り、財政状況が
健全であることが分かります。

【５つの指標で見る本町の財政の健全性】

歳入総額　35億5,372万円　　　歳出総額　34億1,586万円
　全ての特別会計において赤字収支はありませんでした。
　各特別会計の黒字収支については、翌年度繰越または基金積立を行い、適正な制度運用に使用します。

　水道事業は、水道施設の更新事業や、配水池の清掃などを行いました。
　下水道事業は、汚水管更新工事や山元浄化センターの耐震実施計画業務など
を行いました。
　いつでもどこでもおいしい水が飲める、そんな生活を守るため、これからも安
全・安心な水の提供に全力で取り組んでいきます。

※1　令和５年度から事務局が亘理町になり、予算会計がないため「－」表示

　水道・下水道ともに純利益は、他会計補助金の減などにより減少しました。
　純利益は、資本的収支の不足分の財源になるほか、将来の施設更新などの財源として積立てます。

財政指標
本町算定結果（※）

早期健全化基準 財政再建基準
令和3年度 令和4年度 令和5年度

実質赤字比率 － － － 15.0% 20.0%
一般会計での赤字比率

連結実施赤字比率 － － － 20.0% 30.0%
全ての会計での赤字比率

実質公債費比率 7.1 6.5 6.7 25.0% 35.0%
一般会計の借入返済額の比率（臨時収入を除く年間収入のうち、借入返済に充てているかを示す）

将来負担比率 － － － 350.0%
一般会計が将来負担すべき実質的な負債残高の比率

資金不足比率 － － － 20.0%
水道事業、下水道事業の公営企業会計の事業規模に対する資金不足額の比率

特別会計 区分 令和４年度 令和５年度 増減額 増減率

国民健康保険事業 歳入 16億7,459万円 17億1,633万円 4,174万円 2.5%
歳出 16億5,362万円 16億7,397万円 2,035万円 1.2%

後期高齢者医療 歳入 1億9,447万円 2億387万円 940万円 4.8%
歳出 1億9,258万円 2億97万円 839万円 4.4%

介護保険事業 歳入 15億5,322万円 16億3,352万円 8,030万円 5.2%
歳出 14億1,664万円 15億4,092万円 1億2,428万円 8.8%

亘理地域介護
認定審査会※1

歳入 426万円 － － －
歳出 426万円 － － －

項　　目 令和４年度 令和５年度 増減額 増減率

水道
事業

収益的収支
(※1)

収入 3億7,631万円 3億7,587万円 △44万円 △0.1%
支出 3億4,706万円 3億4,742万円 36万円 0.1%
純利益 2,925万円 2,845万円 △80万円 △2.7%

資本的収支
(※2)

収入 5,627万円 7,565万円 1,938万円 34.4%
支出 1億9,383万円 1億5,422万円 △3,961万円 △20.4%

不足分(※5) 1億3,756万円 7,857万円 △5,899万円 △42.9%

下水道
事業

収益的収支
(※3)

収入 6億2,260万円 5億8,876万円 △3,384万円 △5.4%
支出 4億7,805万円 4億5,529万円 △2,276万円 △4.8%
純利益 1億4,455万円 1億3,347万円 △1,108万円 △7.7%

資本的収支
(※4)

収入 3億2,334万円 3億1,277万円 △1,057万円 △3.3%
支出 5億9,634万円 5億3,211万円 △6,423万円 △10.8%

不足分(※5） 2億7,300万円 2億1,934万円 △5,366万円 △19.7%
※1　水道水をお届けするための営業収支（税抜き）　
※2　水道施設整備のための建設収支（税込み）
※3　下水道処理にかかる営業収支（税抜き）
※4　下水道施設整備のための建設収支（税込み）
※5　不足分は、純利益などの損益勘定留保資金などで補てんしています。

山元町上下水道事業
キャラクター
「タンクん。」
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